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I 教育水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 教育の実施体制 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「基本的組織の編成」については、連携大学院が５専攻あるなど充実している。学生一

名当たりの教員数も十分な水準にあるなどの相応な取組を行っていることから、期待され

る水準にあると判断される｡ 

 「教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制」については、大学院教務委員会を

中心にして教育上の問題を協議し、改革を行っている。ファカルティ・ディベロップメン

ト（FD）やセクシュアル・ハラスメント研修会等も実施しているなどの相応な取組を行っ

ていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教

育の実施体制は、医学系研究科が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断

される。 

 

 

2. 教育内容 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「教育課程の編成」については、２年間の修士課程（医科学専攻）、４年間の博士課程（５

専攻）がある。保健学専攻は２年間の博士前期課程と３年間の博士後期課程がある。それ

ぞれの領域の講義、実習、実験よりなっている。さらに専門性の高いセミナーを多数行っ

ているなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「学生や社会からの要請への対応」については、海外の大学との学術交流協定に基づく

留学生の受入れ、社会人大学院生受入れ体制を構築している。授業アンケートの実施、授

業の土日開講等の工夫がなされている。社会的ニーズに対応する努力がなされているなど

の相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教

育内容は、医学系研究科が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 
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3. 教育方法 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「授業形態の組合せと学習指導法の工夫」については、ティーチング・アシスタント（TA）、

リサーチ・アシスタント（RA）の採用、学外の研究機関との連携大学院がスタートしてい

る。大学院修士課程の少数教育制度による研究能力の育成等がなされているなどの相応な

取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「主体的な学習を促す取組」については、学生の研究発表、論文による優秀者の表彰を

行っている。幅広いセミナーへの出席の促進、主論文の早期の完成等の努力がなされてい

るなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教

育方法は、医学系研究科が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

4. 学業の成果 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「学生が身に付けた学力や資質・能力」については、医科学修士では優れた国際的な論

文が発表されている。保健学専攻では修了者が前期課程 90%、後期課程 50%であったなど

の相応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「学業の成果に関する学生の評価」については、学生の授業アンケートによって 90%以

上が普通以上、75%が満足の評価を示しており学生が期待する高度な教育が行われているな

どの相応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、学

業の成果は、医学系研究科が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断され

る。 

 

 

5. 進路・就職の状況 

 

期待される水準にある 
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大

[判断理由] 

 「卒業（修了）後の進路の状況」については、大学院博士課程・修士課程ともに卒業生

の多くが就職している。また、大学院修士課程の約半数が博士課程に進学しているなどの

相応な成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 「関係者からの評価」については、企業においては研究職を任されており、海外留学経

験者は、米国の大学から雇用の申し出があることや、AAAScience の Young Investigator Award

を受賞するなど評価は高いなどの相応な成果があることから、期待される水準にあると判

断される｡ 

 以上の点について、医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、進

路・就職の状況は、医学系研究科が想定している関係者の「期待される水準にある」と判

断される。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

きく改善、向上している、または、高い質（水準）を維持している 

 

当該組織から示された事例は７件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」と判断された。 
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